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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
２ つ の 円 板 を 備 え て 構 成 さ れ て 前 記 ２ つ の 円 板 の そ れ ぞ れ が 中 央 開 口 を 有 す る ロ ー タ の 内  
側 で 液 体 と ガ ス の 間 の 物 質 交 換 を 生 じ る た め の 装 置 で あ っ て 、 前 記 液 体 が 前 記 ロ ー タ の 前  
記 中 央 開 口 に 運 ば れ 、 前 記 ロ ー タ の 回 転 に よ っ て 生 じ た 遠 心 力 に よ っ て 外 方 へ 移 動 さ せ ら  
れ 、 前 記 ガ ス が 前 記 ロ ー タ の 周 り に あ っ て 前 記 ロ ー タ に お け る 前 記 液 体 の 流 れ と 反 対 に 前  
記 ガ ス の 圧 力 に よ っ て 前 記 ロ ー タ を 通 っ て 内 方 へ 移 動 さ せ ら れ る 、 装 置 に お い て 、
　 前 記 ロ ー タ が ロ ー タ 面 に あ る 複 数 の 経 路 を 備 え て 構 成 さ れ 、 こ れ ら 経 路 が 前 記 ２ つ の 円  
板 の 前 記 中 央 開 口 の 縁 で 始 ま り 、 前 記 ２ つ の 円 板 の 外 周 で 終 端 し 、
　 前 記 経 路 は 、 前 記 ロ ー タ 内 で 半 径 方 向 に ま た は 傾 い て 配 置 さ れ た 金 属 製 ま た は プ ラ ス チ  
ッ ク 製 の 複 数 の 管 か ら 形 成 さ れ 、
　 前 記 経 路 各 々 が 、 前 記 液 体 と 前 記 ガ ス の 間 の 接 触 範 囲 を 増 加 す る パ ッ キ ン グ で 満 た さ れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 経 路 の 中 の 前 記 パ ッ キ ン グ が 織 り 状 、 編 み 状 、 メ ッ シ ュ 状 又 は 格 子 状 の 形 状 を と る  
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 経 路 の 中 の 前 記 パ ッ キ ン グ が 金 属 で 構 成 さ れ 、 又 は プ ラ ス チ ッ ク 若 し く は ガ ラ ス 繊  
維 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】

請求項の数　9　（全6頁）
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　 前 記 経 路 の 内 側 端 部 が 、 前 記 液 体 を 運 ぶ 同 軸 の 内 側 空 間 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 経 路 が 前 記 ロ ー タ の 中 心 に 配 置 さ れ て お り 、 そ れ で 前 記 ロ ー タ を 流 過 す る 前 記 液 体  
が 前 記 経 路 を 通 っ て の み 流 れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の  
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 経 路 の 外 側 端 部 が 、 前 記 ロ ー タ の 外 側 の 円 筒 形 環 状 表 面 で 終 端 し て い る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ロ ー タ が ２ ～ ３ ２ の 前 記 経 路 を 備 え て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １  
～ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ２ つ の 円 板 に 対 し て 前 記 ロ ー タ の 回 転 軸 が 垂 直 に 延 び 、 前 記 ２ つ の 円 板 の 間 に 前 記  
経 路 を 配 置 す る 空 間 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 経 路 が 外 方 へ 連 続 的 に 延 び る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記  
載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ー タ 内 で 液 体 と ガ ス の 間 の 物 質 交 換 を 生 じ る た め の 装 置 に 関 す る も の で 、  
液 体 は ロ ー タ の 中 央 で 運 ば れ 、 ロ ー タ の 回 転 に よ っ て 生 じ た 遠 心 力 に よ っ て 外 方 へ 移 動 さ  
せ ら れ 、 ガ ス は ロ ー タ の 周 り に あ っ て ロ ー タ に お け る 液 体 の 流 れ と 反 対 に ガ ス 圧 に よ っ て  
ロ ー タ を 通 っ て 内 方 へ 移 動 さ せ ら れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ は 、 ２ つ の 側 面 を 有 す る ロ ー タ を 備 え た 物 質 交 換 機 を 開 示 す る  
。 そ の 際 、 両 側 面 の 間 の 空 間 に 、 ロ ー タ が 回 転 す る 際 に 中 央 に 運 ば れ た 液 体 を 外 方 へ 移 動  
す る パ ッ キ ン グ が 位 置 し て い る 。 こ こ で 、 ロ ー タ は ガ ス に よ っ て 取 り 囲 ま れ 、 液 体 と ガ ス  
の 間 の 物 質 交 換 を 生 じ る た め に 、 ガ ス は ガ ス 圧 の た め に 液 体 と 反 対 に ロ ー ラ を 通 っ て 流 れ  
る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 Ｗ Ｏ  ２ ０ １ ５ ／ １ ０ １ ８ ２ ６  Ａ １
Ｗ Ｏ  ２ ０ １ ６ ／ ０ ３ ８ ４ ８ ０  Ａ １
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 物 質 交 換 と 物 質 の 搬 送 を 根 本 的 に 改 善 し 且 つ 製 造 及 び 組 み 立 て が 容 易  
で あ る 前 記 タ イ プ の 装 置 を 創 出 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 課 題 は 、 ロ ー タ が ロ ー タ 面 に あ る 複 数 の 経 路 を 備 え て 構 成 さ れ 、  
こ れ ら 経 路 が ロ ー タ の 中 心 で 始 ま り 、 ロ ー ラ の 外 周 で 終 端 し 、 前 記 経 路 各 々 が 、 液 体 と ガ  
ス の 間 の 接 触 範 囲 を 増 加 す る パ ッ キ ン グ で 満 た さ れ て い る こ と で 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ロ ー タ 内 の 半 径 方 向 経 路 若 し く は 傾 い た 角 度 の 経 路 の 内 部 で ロ ー タ パ ッ キ ン グ を 個 々 の  



10

20

30

40

50

JP 7186038 B2 2022.12.8(3)

パ ッ キ ン グ 範 囲 に 分 け る こ と に よ っ て 、 製 造 と 組 み 立 て が 容 易 な ロ ー タ で の 特 に 正 確 で 効  
果 的 な 物 質 交 換 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の た め に 、 経 路 、 特 に 管 状 経 路 に 取 り 囲 ま れ た パ ッ キ ン グ で 織 り 形 状 、 編 み 形 状 、 メ  
ッ シ ュ 形 状 又 は 格 子 形 状 で あ れ ば 特 に 有 利 で あ る 。 こ こ で 、 経 路 、 特 に 管 状 経 路 に 取 り 囲  
ま れ た パ ッ キ ン グ 、 特 に 滑 ら か な パ ッ キ ン グ 若 し く は 構 造 付 与 さ れ た パ ッ キ ン グ は 、 金 属  
で 構 成 さ れ 、 特 に シ ー ト 状 構 造 金 属 か ら 形 成 さ れ 、 又 は プ ラ ス チ ッ ク 若 し く は ガ ラ ス 繊 維  
で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 経 路 若 し く は 管 路 の 内 側 端 部 が 液 体 を 運 ぶ 内 側 の 同 軸 空 間 を 形 成 す る こ と  
が 提 案 さ れ る 。 こ こ で 管 路 ／ 経 路 が ロ ー タ 内 、 特 に ロ ー タ の 中 心 に 配 置 さ れ 、 ロ ー タ を 通  
っ て 流 れ る 液 体 が 経 路 を 通 っ て の み 流 れ る な ら ば 、 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 経 路 若 し く は 管 路 の 外 側 端 部 が ロ ー タ の 外 側 の 円 筒 形 環 状 面 で 終 端 す る な ら ば 、 ま た 有  
利 で あ る 。 ロ ー タ は 好 ま し く は 、 １ ～ ３ ２ 、 好 ま し く は ４ ～ ８ の 経 路 、 特 に 管 路 を 備 え て  
構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 製 造 容 易 な 単 純 な ロ ー タ に お い て 、 ロ ー タ は ２ つ の 円 形 側 面 を 備 え て 構 成 さ れ 、 こ れ ら  
側 面 に 対 し て ロ ー タ の 回 転 軸 が 垂 直 に 延 び 、 こ れ ら 側 面 が こ れ ら の 間 で 、 経 路 、 特 に 管 路  
が 配 置 さ れ た 空 間 を 形 成 す る 。 管 路 ／ 経 路 は ま た 、 連 続 的 に 、 あ る い は 段 状 に 外 方 へ 延 び  
て も よ い 。 管 路 ／ 経 路 は 更 に 、 個 々 の ば ら ば ら な 部 分 か ら 組 み 立 て ら れ て も よ い 。
　 本 発 明 に 係 る ロ ー タ の 有 利 な 展 開 の 斜 視 図 が 、 ２ つ の 図 面 に 示 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 ２ つ の 側 面 ／ 円 板 を 備 え た ロ ー タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 側 面 ／ 円 板 の 一 方 が 取 り 除 か れ た ロ ー ラ の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 物 質 交 換 機 は 、 図 １ に 係 る 実 施 形 態 に お い て は 、 ２ つ の 互 い に 同 軸 で 平 行 な 円 形 の 側 面  
２ 、 ３ 若 し く は 等 し い 径 の 側 方 円 板 を 有 す る ロ ー タ １ を 備 え て 構 成 さ れ 、 こ れ ら 側 面 ／ 円  
板 は そ れ ら の 間 で 一 定 の 幅 の 狭 い 空 間 を 形 成 し て い る 。 両 方 の 側 面 ／ 円 板 ２ 、 ３ は 図 示 し  
な い が 、 中 央 軸 に 垂 直 に 固 定 さ れ 、 各 々 、 中 央 開 口 ５ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 経 路 ７ を 形 成 す る 複 数 の 管 ６ は 、 ２ つ の 側 面 ／ 円 板 ２ 、 ３ の 間 の 空 間 ４ に お い て 半 径 方  
向 乃 至 放 射 状 に 固 定 さ れ て い る 。 半 径 方 向 の 管 は そ れ ら の 内 側 端 部 で も っ て 開 口 ５ の 縁 で  
始 ま り 、 そ れ ら の 外 側 端 部 で も っ て ロ ー タ １ の 外 側 の 同 軸 円 筒 形 環 状 表 面 ８ で 終 端 す る 。  
開 口 ５ と 共 に 管 ／ 経 路 の 内 側 端 部 は 内 側 の 同 軸 の 内 部 空 間 ９ を 形 成 し 、 こ の 中 に 液 体 が 運  
ば れ る 。 管 ６ の 外 側 端 部 は ロ ー タ の 外 側 の 円 筒 形 環 状 表 面 ８ で 終 端 す る 。 こ れ に よ っ て 、  
ロ ー タ を 流 過 す る 液 体 が 経 路 の み を 通 っ て 流 れ る よ う に 、 管 ６ ／ 経 路 ７ が ロ ー タ １ 内 に 、  
特 に ロ ー タ の 中 心 に 配 置 さ れ る こ と が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 管 ６ の す べ て は パ ッ キ ン グ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 満 た さ れ て お り 、 そ の 機 能 は 、 特 に 物  
質 交 換 を 最 適 化 す る た め に 、 内 部 空 間 ９ に 運 ば れ る 液 体 と 外 部 で 作 用 す る ガ ス と の 接 触 範  
囲 を 増 加 す る こ と に あ る 。 経 路 ７ 、 特 に 管 状 の 経 路 に 取 り 囲 ま れ た パ ッ キ ン グ は 、 好 ま し  
く は 、 織 り 状 、 編 み 状 、 メ ッ シ ュ 状 又 は 格 子 状 の 形 態 を し て い る 。 こ こ で （ 特 に 管 状 の ）  
経 路 ７ に 取 り 囲 ま れ た パ ッ キ ン グ は 、 金 属 、 特 に シ ー ト 状 の 構 造 付 与 さ れ た 金 属 （ 構 造 金  
属 ） 、 又 は プ ラ ス チ ッ ク 若 し く は ガ ラ ス 繊 維 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 経 路 ７ は ロ ー タ １ 内 で 半 径 方 向 に 、 若 し く は 傾 い て 配 置 さ れ た 金 属 製 若 し く は プ ラ ス チ  
ッ ク 製 の 複 数 の 管 ６ か ら 形 成 さ れ る 。 ２ つ の 例 示 的 な 実 施 形 態 に お い て 、 ８ つ の 管 ／ 経 路  
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が 円 板 ／ 側 面 ２ の 間 に 固 定 さ れ て い る 。 そ の 数 は １ ～ ３ ２ の 管 ／ 経 路 の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 示 し な い 実 施 形 態 に お い て 、 管 ６ ／ 経 路 ７ は 外 方 へ 連 続 的 若 し く は 段 状 に 延 び る 。 更  
に 管 ６ ／ 経 路 ７ は 個 々 の 、 別 々 の 部 分 か ら 組 み 立 て ら れ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １   ロ ー タ
　 ２ 、 ３   側 面
　 ４   空 間
　 ６   管
　 ７   経 路
　 ８   ロ ー タ 外 周
　 ９   内 部 空 間
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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